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中学2年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（質量保存の法則）

質量保存の法則です。化学変化では原子の組み合わせが変わるだけで、原子の種類と数は変わらないからで

す。

よくあるまちがい：理由は「原子の種類と数が変わらない」から。

問2　答え：イ（減る）

発生した二酸化炭素が空気中へ出ていくので、はかりの値は減ります。

よくあるまちがい：気体が出入りできるかどうかで、はかりの値が変わる。

問3　答え：ウ（変わらない）

できた気体も容器の中に残るので、全体の質量は変わりません。

よくあるまちがい：閉じた容器なら、気体も合わせて質量は保存される。

問4　答え：52g

考え方

1. 54.2−2.2＝52g

よくあるまちがい：出ていった気体の質量を引く。

問5　答え：1.8g

考え方

1. 70.4−68.6＝1.8g

よくあるまちがい：減った分＝出ていった気体。

問6　答え：イ（変わらない）

気体が出入りしない反応なので、沈殿ができても全体の質量は変わりません。

よくあるまちがい：沈殿ができても、全体の質量は変わらない。

問7　答え：ウ（増える）

鉄が空気中の酸素と結びつく（酸化する）ので、結びついた酸素の分だけ質量が増えます。

よくあるまちがい：「燃える＝軽くなる」とは限らない。木が軽くなるのは、二酸化炭素などが出ていくから。

問8　答え：下の例

反していない。減った分は、反応でできた二酸化炭素が容器の外へ出ていった分である。物質が消えたの

ではなく、出ていった気体の質量もふくめれば、全体の質量は変わっていない。

採点のポイント：反していないと答えている／減った分は出ていった二酸化炭素で、それもふくめれば質量

は変わらないことを説明している

よくあるまちがい：「物質が消えた」と書かない。
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